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は

じ
め

に

大
韓
民
国

(以
下

「韓
国
」
と
略
称
)
の
大
統
領
選
挙

に
お
い
て
、
候
補
と
な
る
有
力
政
治
家
が
、
そ
の
縁
故
地
域

で
き
わ
め
て
排
他

的

で
強

い
支
持
を
獲
得
し
、
ま
た
国
会
議
員
選
挙
や
地
方
自
治
体
選
挙

(首
長

・
地
方
議
員
)
に
お
い
て
も
、
そ

の
よ
う
な
有
力
政
治
家

が
率

い
る
政
党
が
、
そ
の
縁
故
地
域

に
お
い
て
同
様
な
排
他
的
支
持
を
得
る
と
い
う
現
象
は
、
韓
国
で

一
般
に

「
地
域
主
義
」
と
呼
ば
れ

(1

)

る
現
象
の

一
部
で
あ
る
。
そ
れ
は
韓
国
政
治
の
観
察
者
の
間
で
は
広
く
知
ら
れ
た
現
象
で
あ
り
、
韓
国
で
は

「民
主
化
」
後
の
韓
国
政
治

に
お
け
る

「病
理
」
現
象
と
し
て
問
題
視
さ
れ
て
き
た
。
政
治
学
を
は
じ
め
と
す
る
韓
国
の
社
会
科
学
者
た
ち
に
も
、
し
ば
し
ば
分
析
の

対
象

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
病
理
を
克
服
す
る
と
い
う
実
践
的
な
課
題
意
識
が
先
行
し
て
い
る
た
め
か
、
特
に
政
治
学
の
分

野

に
お
い
て
は
、
規
範
的
な
視
点
か
ら
の
批
判

に
留
ま
る
も
の
が
多
く
、
包
括
的

・
論
理
的

に
考
察
し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

筆
者
は
、
前
述
の
現
象
を

「地
域
割
拠
現
象
」
と
名
づ
け
、

一
九
八
七
年
の
民
主
化
以
降
の
第

=
二
・
一
四
代
大
統
領
選
挙
と
第
一
三

・

一
四

・
一
五
代
国
会
議
員
選
挙
の
結
果
を
対
象

に
、
そ
の
実
態
と
変
化
の
過
程
を

「韓
国
政
治
に
お
け
る
地
域
割
拠
現
象
-
第
六
共
和
国

の
国
政
選
挙
結
果
に
見
る
そ
の
実
態
と
変
化
ー
」
(『外
務
省
調
査
月
報
』

}
九
九
六
年
度
恥
三
)
に
お
い
て
分
析

し
た
こ
と
が
あ
る
。
同

稿

で
筆
者
は
、
「
地
域
カ
リ
ス
マ
の
順
送
り
」
と
い
う
説
明
仮
説

に
よ

っ
て
、
地
域
割
拠
現
象
が
消
滅

の
過
程

に
あ

る
と
結
論
づ
け
た
。

昨
年
、

一
九
九
七
年

の

一
二
月

一
八
日
に
第

一
五
代
大
統
領
選
挙

(以
下
こ
の
選
挙
に
限
ら
ず
適
宜

「○
○
代
大
選
」
と
い
う
略
称
を

併
用
す
る
)
が
お
こ
な
わ
れ
、
新
政
治
国
民
会
議

(以
下

「国
民
会
議
」
と
略
称
)
の
金
大
中

が
当
選
し
た
。
金
大
中
は
筆

者
が
前
稿

に
お
い
て

「
地
域
カ
リ
ス
マ
」
の

一
人
と
し
て
位
置
づ
け
た
政
治
家
で
あ
り
、
前
稿

に
お
い
て
提
示
し

た
仮
説
を
再
度
検
証
す

る
格
好
の
機
会
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
今
回
の

一
五
代
大
選

の
結
果
を
対
象
に
、
前
稿
で
示
し
た
仮
説
の
有
効
性
を
再

検
証
す
る
作
業
を
通
じ
て
、
韓
国
国
政
選
挙
に
お
け
る
地
域
割
拠
現
象
に
つ
い
て
再
考
す
る
こ
と
に
す
る
。

な

お
本
稿

で
は
地
域
割
拠
現
象
を
分
析
す
る
に
あ
た

っ
て
、
広
域
市
と
道
と
い
う
広
域
自
治
体

(日
本

の
政
令
指
定
都
市
と
都
道
府
県



に
該
当

)
を
、
分
析
の
単
位
と
す
る

(図
1
を
参
照
の
こ
と
)。
分
析

の
緻
密
さ
と
い
う
点
か
ら
は
、
基
礎
自
治
体
や
選
挙
区
な
ど
、
よ
り

細
か
い
単
位

で
の
分
析
が
望
ま
し
い
の
か
も
し
れ
な

い
が
、
か
な
り
長
い
期
間

に
わ
た
る
選
挙
結
果
の
比
較
を
と
も
な
う
本
稿

に
お
い
て

は
、
そ

の
間
の
基
礎
自
治
体
の
統
廃
合
や
選
挙
区
の
組
み
替
え
な
ど
の
影
響
を
比
較
可
能
な
か
た
ち
に
処
理
す
る
作
業
の
方
が
、
分
析
そ

の
も
の
よ
り
も
繁
雑
な
作
業
と
な
る
恐
れ
が
あ

っ
た
の
で
、
広
域
自
治
体
を
単
位
と
し
て
使
用
し
た
。

図1韓 国の広域自治体略図



一

韓
国
国
政
選
挙

に
お
け
る
地
域
割
拠
現
象

こ
こ
で
は
、
前
稿
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
ま
ず
国
政
選
挙
の
結
果
に
現
わ
れ
る
地
域
割
拠
現
象
と
は
い
か
な
る
も
の
か
、
本
稿

の
対
象
が
大
統
領
選
挙
で
あ
る
の
で
、
過
去
の
大
統
領
選
挙
を
事
例
と
し
て
、
そ
の
起
源
と
考
え
ら
れ
る

「東
西
対
立
」
に
つ
い
て
説
明

す
る
。
次

に
、

一
九
八
七
年

の
民
主
化
以
降
の
地
域
割
拠
現
象

の
実
態
と
変
化
を
確
認
し
、
そ
の
よ
う
な
変
化
を
説
明
す
る
た
め
に
筆
者

が
前
稿
で
提
示
し
た

「地
域

カ
リ
ス
マ
の
順
送
り
」
仮
説
に
つ
い
て
最
後

に
説
明
す
る
。

一
・
一

地
域
割
拠
現
象

の
起
源

現
在
の
地
域
割
拠
現
象

の
起
源
は
、
「第
三
共
和
国
」
期
に
形
成
さ
れ
た

「嶺
南
地
域
」

(現
在

の
慶
尚
南

・
北
道
と
釜
山

・
大
邱

・
蔚

山

を
含
む
地
域
)
と

「湖
南
地
域
」

(現
在
の
全
羅
南

・
北
道
と
光
州
を
含
む
地
域
)
の

「東
西
対
立
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

表

1
は
、
第
五
代

(
一
九
六
三
年
)
・
第
六
代

(
一
九
六
七
年
)
・
第
七
代

(
一
九
七

一
年
)
の
各
大
統
領
選
挙

に
つ
い
て
、
広
域
行
政

(
5
)

(6

)

区

別
の
第

一
位
得
票
者
の
絶
対
得
票
率
、
第

一
位
得
票
者
の
氏
名
、
そ
し
て
第

一
位
得
票
者
と
第
二
位
得
票
者

の
絶
対
得
票
率
の
差
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
三
回
の
選
挙
に
お
い
て
は
得
票

一
位

・
二
位
は
す

べ
て
の
地
域
で
与
党
の
朴
正
煕

か
野
党
第

1
党

の
尹
?
善

・
金
大
中
に
よ

っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
。

軍
事
ク
ー
デ
タ
i
後
、
民
政
に
移
行
す
る
た
め
の
最
初
の
大
統
領
選
挙
で
あ

っ
た
五
代
大
選
に
お
い
て
は
、
尹
?
善

が
ソ
ウ
ル
・京
畿
・

江

原

・
忠
南

・
忠
北
で

一
位
と
な

っ
た
の
に
対
し
て
、
朴
正
煕
が
釜
山

・
全
南

・
全
北

・
慶
南

・
慶
北

・
済
州
で

一
位

に
な
り
、
当
初
は

「
南
北
対
立
」

の
様
相
を
呈
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
後
二
回
の
選
挙
を
経
て
こ
の
版
図
は
変
化
す
る
が
、
そ
れ
を
お
お
む
ね
四

つ
の
地
域
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。



表1広 域行政区別 「第3共 和国」の大統領選挙結果(絶 対得票率べ一ス)

ソウル

釜 山

京 畿

江 原

忠 北

忠 南

全 北

全 南

慶 北

慶 南

済 州

全 国

第5代

47.85(尹?善)

25.68

36.48(朴 正 煕)

0.56

44.36(尹?善)

18.58

39.24(尹?善)

7.61

37.94尹?善)

7.09

38.38尹?善)

6.69

37.96(朴 正 煕)

6.07

45.38(朴 正 煕)

28.50

43.13(朴 正 煕)

15.13

49.45(朴 正 煕)

25.50

56.21(朴 正 煕)

38.25

36.22(朴 正 煕)

1.21

第6代

33.07(尹?善)

3.93

48.86(朴 正 煕)

25.15

42.15尹?善)

9.32

43.30(朴 正 煕)

8.04

39.06(朴 正 煕)

2.52

38.07尹?善)

1.18

40.09尹?善)

5.29

37.74尹?善)

1.65

53.37(朴 正 煕)

31.36

57.30(朴 正 煕)

38.06

46.04(朴 正 煕)

19.88

40.82(朴 正 煕)

8.34

第7代

41.31(金 大 中)

13.52

40.85(朴 正 煕)

8.84

38.76(金 大 中)

0.47

49.64(朴 正 煕)

17.50

46,16(朴 正 煕)

13.38

40.62(朴 正 煕)

6.91

47.01(金 大 中)

19.90

46.73(金 大 中)

21.11

62.07(朴 正 煕)

42.93

58.87(朴 正 煕)

38.35

44.28(朴 正 煕)

12.01

40.78(朴 正 煕)

6.08

※上段 は第1位 得票者の得票率(%)、()内 は第1位 得票者氏名。下段 は第

1位 ・第2位 得票者の得票率の差。大韓民國選學史編纂委員會 『大韓民國選

學史 第1輯 』中央選挙管理委員会、1973に もとついて筆者が作成。



ま
ず

一
貫
し
て
野
党
候
補

へ
の
支
持
が
強

い
地
域
が
あ
り
、
そ
れ
に
該
当
す
る
の
は
首
都
圏
の
ソ
ウ
ル
と
京
畿
道

で
あ
る
。
次
に

一
貫

し
て
朴
正
煕

へ
の
支
持
が
強

い
地
域
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
釜
山

・
慶
南

・
慶
北
の
い
わ
ゆ
る
嶺
南
地
域
と
済
州
道

で
あ
る
。
特

に
表
下
段

の

一
位

・
二
位
得
票
者
の
差

の
推
移
に
注
目
し

つ
つ
見
る
と
、
慶
尚
南

・
北
道

に
お
い
て
は
継
続
し
て
そ
の
差
が
広
が
り
、
同
地
域
で
の

朴
正
煕
に
対
す
る
排
他
的
な
支
持
が
強
ま

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
第
三
に
野
党
候
補
か
ら
朴
正
煕

へ
と
支
持

が
逆
転
し
た
地
域
と
し

て
、
江
原

・
忠
北

・
忠
南
が
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
朴
正
煕
か
ら
野
党
候
補

へ
と
支
持
が
逆
転
し
た
地
域
が
あ
る
。
こ
れ
に
該
当
す
る

の
は
全
羅
南

・
北
道

の
い
わ
ゆ
る
湖
南
地
域

で
あ
る
。

以
上
の
類
型
を
踏
ま
え
た
上
で
、
七
代
大
選
の
結
果
に
見
る
と
、
野
党
候
補

の
金
大
中
が

一
位
得
票
を
得
た
の
は
首
都
圏
と
湖
南
地
域

の
み
で
あ
り
、
と
り
わ
け
湖
南
地
域
で
は
相
対
的
に
排
他
的
な
支
持
を
得
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
他
の
地
域

は
す

べ
て
朴
正
煕
が

一

位
得
票
を
獲
得
し
、
と
り
わ
け
慶
尚
南

・
北
道
で
は
突
出
し
て
排
他
的
な
強

い
支
持
を
受
け
る
結
果
と
な

っ
て
い
る
。
前
述
し
た
東
西
対

立

と
は

一
般
に
、
こ
の
版
図
の
中
の
嶺
南

・
湖
南
両
地
域
の
対
照
的
な
排
他
的
支
持
の
分
布

に
注
目
し
た
表
現
で
あ
る
。

以
上
の
変
化
の
過
程
は
、
韓
国
の
重
化
学
工
業
化

・
都
市
化
の
過
程
と
時
期
的
に
重
な
る
が
、
そ
れ
に
は
植
民
地
時
代
に

一
定
の
社
会

資
本
整
備
が
お
こ
な
わ
れ
、
人
口

(労
働
力
)
が
集
中
し
て
い
た
ソ
ウ
ル
と
釜
山
と

い
う
二
大
都
市
を
結

ぶ
鉄
道

の
京
釜
線

の
ラ
イ
ン
に

沿

っ
て
社
会
資
本
整
備
が
お
こ
な
わ
れ
た
た
め
、
相
対
的
に
多
く

の
資
本
投
下
が
お
こ
な
わ
れ
た
ラ
イ
ン
の
周
辺
地
域
で
は
朴
正
煕

・
与

党

へ
の
支
持
が
高
ま
り
、
そ
れ
に
対
し
相
対
的
に
取
り
残
さ
れ
た
地
域

(湖
南
地
域
な
ど
)
で
は
朴
正
煕

・
与
党

支
持
が
低
下
す
る
と
い

う
背
景
が
、
基
本
的

に
は
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
朴
正
煕
が
慶
尚
北
道
の
出
身
で
あ

っ
た
た
め
、
そ
の
よ
う
な
資
本
投
下
の
偏

重

が
、
出
身
地

へ
の
利
益
誘
導
と
し
て
認
識
さ
れ
る
余
地
が
あ

っ
た
上
に
、
政
権
交
代
の
期
待
を
託
さ
れ
た
野
党
候
補
の
金
大
中
が
全
羅

南
道
出
身
で
あ

っ
た
こ
と
が
、
東
西
対
立
と
い
う
構
図
を
際
立
た
せ
る
原
因
と
な

っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
朴
正
煕
暗
殺
後
、
嶺
南
地
域
出
身

の
全
斗
換

・盧
泰
愚

ら
の

「新
軍
部
勢
力
」

が
政
権
を
掌
握
す
る
過

程

で
、
湖
南
地
域

の
中
心
都
市

で
あ
る
光
州

の
民
主
化
運
動
を
武
力
弾
圧
し
た
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
湖
南
地
域

の
人
々
の
反
嶺
南
感
情



を
ま
す
ま
す
強
め
る
こ
と
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
・
二

「民
主
化
」
以
降
の
実
態
と
変
化

「民
主
化
」後
の
最
初
の
大
統
領
を
決
め
る

一
九
八
七
年
の

一
三
代
大
選
は
、

い
わ
ゆ
る
新
軍
部
勢
力
の

言
貝
で
全
斗
換

の
後
継
者
で
あ

る
盧
泰

愚
と
、
金
大
中
・金
泳
三

・金
鍾
泌

の

コ

盧
三
金
」
と
呼
ば
れ
る
四
人
の
主
要
候
補
が
争
う
乱
戦
で
あ

っ

た
。
民

主
化
以
前

に
お
い
て
は
民
主
化
そ
の
も
の
が
最
大
の
争
点

で
あ

っ
た
が
、
民
主
化
の
実
現
に
よ

っ
て
そ
れ
が
消
滅
し
た
上
に
、
軍

事
政
権

の
系
譜
を
継
ぐ
候
補

(金
鍾
泌

・
盧
泰
愚
)
も
反
軍
事
政
権
の
系
譜
を
継
ぐ
候
補

(金
大
中

・
金
泳
三
)
も
複

数
で
あ

っ
た
た
め

候
補

の
差
別
化
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
各
候
補
が
縁
故
地
域
に
お
け
る
地
縁
動
員
を
お
こ
な
い
地
域

割
拠
現
象
が
さ
ら

に
細
分

化
さ
れ
、
激
し
く
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
点
は
表
2
で
確
認
で
き
る
。

表
2
は
、
民
主
化
以
降

の

一
三
代

・
一
四
代
大
選
の
結
果
を
広
域
自
治
体
別
に
示
し
た
も
の
で
、
各
セ
ル
の
上
段
は
第

一
位
得
票
者

の

絶
対
得

票
率
と
氏
名
、
下
段
は

一
位
得
票
者
と
二
位
得
票
者

の
絶
対
得
票
率
の
差
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
ま
ず
当

選
し
た
盧
泰
愚
が

大
郎
・慶
北

の
い
わ
ゆ
る

「
T
K
地
域
」
と
呼
ば
れ
る
地
域
と
江
原
で
、
排
他
的
で
き
わ
め
て
強

い
支
持
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
に
匹
敵
す
る
の
は
、
金
大
中
が
湖
南
地
域

(光
州

・
全
北

・
全
南
)
で
得
て
い
る
支
持
で
あ
り
、
両
者
は
従
来

の
東
西
対
立

に
照
応

す
る
。
残
り
の
二
候
補
も
そ
れ
ぞ
れ
の
縁
故
地
域
、
す
な
わ
ち
金
泳
三
は
釜
山
・慶
南

の
い
わ
ゆ
る

「P
K
地
域
」
と
呼
ば
れ
る
地
域
で
、

金
鍾
泌

は
忠
南
で

一
位
得
票
を
獲
得
し
て
い
る
。
た
だ
両
者

の
場
合
、
先
の
盧
泰
愚

・
金
大
中
と
比
較
す
る
と
、
第
二
位
候
補
と
の
差
は

大
き
く
な
く
、
相
対
的
に
弱

い
支
持
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
以
上

の
点
か
ら
前
述
し
た
よ
う
に
、
従
来

の
東
西
対
立

の
二
極
構
図
に
、

さ
ら
に
二
人
の
有
力
候
補
が
加
わ

っ
た
た
め
、
東
西
対
立
を
受
け
継

い
だ
比
較
的
強
い
二
極

(金
大
中

の
湖
南
地
域
、
盧
泰
愚

の
T
K
地

域
)
と
、
比
較
的

に
や
や
弱

い
二
極

(金
泳
三
の
P
K
地
域
、
金
鍾
泌
の
忠
南
)
の
四
極

に
細
分
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。



表2広 域 自治体別過去2回 の大統領選挙の結果(絶 対得票率べ一ス)

ソウル

釜 山

大 邸

仁 川

光 州

大 田

京 畿

江 原

忠 北

忠 南

全 北

全 南

慶 北

慶 南

済 州

全 国

第13代

28.26(金 大 中)

2.32

48.78(金 泳 三)

20.81

62.76(盧 泰 愚)

41.21

34.15(盧 泰 愚)

8.13

86.37(金 大 中)

81.96

35.92(盧 泰 愚)

12.05

52.52(盧 泰 愚)

29.40

41.58(盧 泰 愚)

16.55

38.66(金 鍾 泌)

16.15

73.08(金 大 中)

60.70

79.41(金 大 中)

72.23

59.00(盧 泰 愚)

33.96

45.00(金 泳 三)

8.85

42.90(盧 泰 愚)

19.81

31.56(盧 泰 愚)

5.57

第14代

30.38(金 大 中)

1.07

60.47(金 泳 三)

50.14

46.20(金 泳 三)

31.16

29.50(金 泳 三)

4.37

84.80(金 大 中)

82.91

27.86(金 泳 三)

5.11

28.80(金 泳 三)

3.46

33.22(金 泳 三)

5。94

30.53(金 泳 三)

9.75

28.54(金 泳 三)

6.48

75.01(金 大 中)

70.23

77.99(金 大 中)

74.43

51.25(金 泳 三)

38.81

60.46(金 泳 三)

50.83

31.56(金 泳 三)

5.57

33.91(金 泳 三)

6.58

※上段 は第1位 得票者の得票率(%)、()内 は第1位 得票者氏名。下段は第

1位 ・第2位 得票者の得票率の差。なお大田広域市は忠清南道から分離新設

された。中央選挙管理委員会 『第13代 大統領選挙総覧』1988、 同 『第14代

大統領選挙総覧』1993に もとついて筆者が作成。



14代 大選時

図2地 域割拠現象の変化

13代 大選時

強

強

湖南地域

PK地 域

金大中

金泳三

強

・強

弱

弱

TK地 域

湖南地域

PK地 域

忠南

盧泰愚

金大中

金泳三

金鍾泌

一
九
九
二
年
に
実
施
さ
れ
た

一
四
代
大
選
は
、
盧
泰
愚
政
権
与
党
と
金
泳
三

・
金
鍾
泌
が
率

い
て
い

た
野
党

二
党
が
統
合
し
て
で
き
た

「巨
大
」
与
党
か
ら
立
候
補
し
た
金
泳
三
、
既
成

野
党
を
統
合
し
て

立
候
補
し
た
金
大
中
、
そ
し
て
韓
国
最
大

の
財
閥
経
営
者
か
ら
転
身
し
新
党
を
結
成

し
て
立
候
補
し
た

鄭
周
永

(

)
の
主
要
三
候
補
に
よ

っ
て
争
わ
れ
た
。
表
2
の
結
果
を
見
る
と
、
当
選
し
た
金
泳

三
は
金
大
中
の
排
他
的
地
盤
で
あ
る
湖
南
地
域
と
、
接
戦
で
せ
り
負
け
た
ソ
ウ
ル
を
除

い
て
、
す
べ
て

の
地
域

で

一
位
得
票
を
獲
得
し
、
与
党

に
合
流
し
た

「利
点
」
を
発
揮
し
た
結
果
と
な

っ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
前
回
彼
が

一
位
得
票
を
得
た
P
K
地
域
で
の
結
果
で
あ

る
。
前
回
の
結
果

と
比
較
し
た
場
合
、
釜
山

・
慶
南
の
い
ず
れ
も
得
票
率
が
増
加
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
二
位
候
補

と
の
得
票
差
が
拡
大
し
排
他
的
な
支
持
が
強
ま

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
と
拮
抗
す
る
強

い
排

他
的
支
持
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
湖
南
地
域
に
お
け
る
金
大
中

に
対
す
る
支
持
で
あ

り
、
前
回
同
様
に

突
出
し
て
い
る
。
以
上
の
結
果
か
ら
、
前
回
の
選
挙
に
お
い
て
四
極
で
あ

っ
た
対
立
構
図
が
、
三
党
統

合

に
よ

っ
て
二
極
対
立

へ
と
変
化
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
こ
の
対
立
構

図
を
地
域
分
布
か

ら
見
る
と
、
前
出
の
表
1
の
七
代
大
選
時
の
東
西
対
立
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

な
お
図
2
は
、
以
上
の
よ
う
な
、
民
主
化
以
降

の
二
回
の
大
統
領
選
挙
結
果
に
表

わ
れ
た
地
域
割
拠

現
象
と
そ
の
変
化
を
、
模
式
的
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
・
三

「地
域
カ
リ
ス
マ

の
順
送
り
」
仮
説

前
稿
で
示
し
た

「地
域
カ
リ
ス
マ
の
順
送
り
」
仮
説
は
、
民
主
化
以
降
の
韓
国
国
政
選
挙
に
お
け
る



地
域
割
拠
現
象
の
変
化
を
説
明
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
仮
説
の
論
理
展
開
の
前
提
は
三
点
あ
る
。

ま
ず
第

一
に
、
民
主
化
以
降
の
韓
国
政
治
に
は
、
縁
故
地
域
に
お
い
て
排
他
的
で
強
い
支
持
を
調
達
で
き
る

「
地
域
カ
リ
ス
マ
」
と
呼

べ
る

一
群

の
政
治
家
が
登
場
し
た
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的

に
は

=
二
代
大
選
の
結
果
を
分
析
す
る
際
に
指
摘
し
た

「
一
盧
三
金
」
と
呼
ば

れ
る
有
力
四
候
補
、
盧
泰
愚

・
金
大
中

・
金
泳
三

・
金
鍾
泌
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
候
補

の
縁
故
地
域

に
お
け

る
支
持

の
強
さ
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
確
認
し
た
。

第

二
に
は
、
地
域
カ
リ
ス
マ
は
大
統
領

の
地
位
を
め
ぐ

っ
て
競
合
し
、
大
統
領
選
挙
に
向
け
て
縁
故
地
域
で
の
求
心
力
を
強
め
、
排
他

的
支
持
を
獲
得
す
る
わ
け
だ
が
、

一
方
で
、

い
っ
た
ん
大
統
領
に
な

っ
た
地
域
カ
リ
ス
マ
は
、
民
主
化
の
成
果
と
し
て
再
選
が
厳
格
に
禁

止

さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
求
心
力
を
低
下
さ
せ
、
縁
故
地
域
は
選
挙
の
混
戦
地
域

へ
と
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
大
統

領
選

に
向
け
て
縁
故
地
域
で
の
求
心
力
が
高
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
確
認
し
た
。
地
域
カ
リ

ス
マ
が
大
統
領
に
当
選

し
た
地
域

に
お
け
る
求
心
力
の
低
下
に
つ
い
て
は
、
表
2
の

一
四
代
大
選
の
結
果
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
T
K
地
域
を
縁
故

地
域

と
す
る
盧
泰
愚
が
大
統
領

に
な

っ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
金
泳
三
が
盧
泰
愚
の
後
継
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
支
持
が
相
対
的

に

落

ち
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
前
稿
に
お
い
て
は
、

一
九
九
六
年

に
実
施
さ
れ
た
第

一
五
代
国
会
議
員
選
挙
の
結

果
に
よ

っ
て
、
継
続
し

て
T
K
地
域
が
混
戦
地
域

へ
転
化
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
任
期
が
残
り
半
分
を
切

っ
た
金
泳
三
大

統
領
の
縁
故
地
域
で
あ

る
P
K
地
域
に
お
い
て
、
求
心
力
の
低
下
傾
向
が
あ
る
こ
と
も
、
あ
わ
せ
て
確
認
し
て
い
る
。

第

三
は
、
新
た
な
地
域
カ
リ
ス
マ
は
登
場
し
な
い
こ
と
、

つ
ま
り
地
域
カ
リ
ス
マ
群

へ
の
新
規
参
入
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ

の
点

に
つ
い
て
は

一
四
代
大
選
に
お
け
る
鄭
周
永
を
事
例
と
し
て
前
稿
で
確
認
し
た
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
前
述

し
た
よ
う
に
鄭
周
永
は

財
閥

経
営
者
か
ら
転
身
し
、
豊
富
な
資
金
力
を
投
入
で
き
、
立
志
伝
中

の
人
物
と
し
て
地
域
カ
リ
ス
マ
化
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待

で
き
る
要
素
を
備
え
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
と
し
て
縁
故
地
域
に
お
け
る
排
他
的
な
支
持
を
獲
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

以
上
三
点
の
前
提
を
踏
ま
え
る
と
、
論
理
的
に
は
地
域
カ
リ
ス
マ
群
が
順
送
り
に
大
統
領
に
な

っ
て
い
く
こ
と

は
必
然
的
で
あ
る
。
す



な
わ
ち
地
域
カ
リ
ス
マ
群
は
縁
故
地
域

に
お
け
る
排
他
的
支
持
基
盤
、

つ
ま
り

「
堅
い
」
固
定
票
を
持

っ
て
い
る
と

い
う
点
で
、
非
地
域

カ
リ
ス

マ
の
候
補
群
よ
り
選
挙
戦
に
お
い
て
優
位
で
あ
り
、
総
体
と
し
て
地
域
カ
リ
ス
マ
群
の
方
が
非
地
域
カ
リ
ス

マ
の
候
補
群
よ
り
も

大
統
領

に
当
選
す
る
可
能
性
が
高

い
。
さ
ら
に
大
統
領
と
な

っ
た
地
域
カ
リ
ス
マ
の
縁
故
地
域
が
混
戦
地
域
化
、
言

い
換
え
れ
ば
地
域
カ

リ
ス
マ
群
に
も
非
地
域
カ
リ
ス
マ
の
候
補
群
に
と

っ
て
も
得
票
機
会
の
平
等
な

「草
刈
り
場
」
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
残
さ
れ
た
地
域
カ

リ
ス
マ
群
は
非
地
域
カ
リ
ス
マ
候
補
群

に
対
し
、
固
定
票
の
優
位
を
継
続
し
て
保

つ
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
地
域
カ
リ

ス
マ
群
に
新
規
参

入
が
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
縁
故
地
域
に
お
け
る
固
定
票
の
優
位
を
挺
子
と
し
て
「
一
盧
三
金
」
が
大
統
領
を
順
送
り
す
る
可
能
性
が
高
く
、

同
時

に
そ
の
過
程
の
進
行
は
地
域
カ
リ
ス
マ
の
消
滅
過
程
日
地
域
割
拠
現
象
の
消
滅
過
程
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
以

上
が
前
稿
で
示
し

た

「
地
域
カ
リ
ス
マ
の
順
送
り
」
仮
説

の
論
理
で
あ
る
。

二

第

[
五
代
大
統
領
選
挙
結
果

の
分
析

今
回

一
五
代
大
選
が
実
施
さ
れ
金
大
中
が
当
選
し
た
こ
と
は
、
表
面
的

に
は

「地
域
カ
リ
ス
マ
の
順
送
り
」
仮
説
の
延
長
線
上
に
あ
る

結
果

で
あ
り
、
言
わ
ば
前
稿

の

「予
言
」
は
成
就
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
今
回
の
選
挙
結
果
を
注
意
深

く
検
討
す
る
と
、

前
記

の

「地
域
カ
リ
ス
マ
の
順
送
り
」
仮
説
の
枠
組

で
は
捉
え
ら
れ
な

い
側
面
も

一
部
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、

一
五
代
大
選
の
選
挙
過
程
を
概
観
し
、
次

に
選
挙
結
果
を
地
域
割
拠
現
象
に
重
点
を
お
い
て
分
析

す
る
。
そ
し
て
最

後

に

「地
域
カ
リ
ス
マ
の
順
送
り
」
仮
説
の
妥
当
性

に
つ
い
て
、
今
回
の
結
果
を
も
と
に
再
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。



二

・
一

第

一
五
代
大
統
領
選
挙
の
概
観

今
回
の

一
五
代
大
選
は
、
民
主
化

一
〇
周
年

の
年

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
現
行
憲
法
下

で
三
回
目
の
大
統
領
選
挙
で
あ

っ
た
が
、

一
度
も
改
正
し
て
い
な
い
同

一
の
憲
法
の
下

で
三
回
目
の
大
統
領
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
、
韓
国
の
憲
政
史
上
初
め
て
の
こ
と
で

あ

っ
た
。
韓
国
は

一
九
四
八
年

の
成
立
以
来
、

一
貫
し
て
大
統
領
制
を
採

っ
て
い
る
が
、
現
行
の

「第
六
共
和
国
」
憲
法
で
は
、
大
統
領

は
国
民
の
直
接
選
挙

に
よ
り
選
ば
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り

(六
七
条
)
、
任
期
は
五
年
で
再
選
は
禁
止
さ
れ
て
い
る

(七
〇
条
)
。
韓
国

の
大
統
領
は
国
家
元
首

(六
六
条

一
項
)
・
行
政
権

の
首
班

(六
六
条
四
項
)
・
国
軍
の
統
帥
者

(七
四
条
)
で
あ
り
、
そ
の
下
に
日
本
の

首
相
に
該
当
す
る
国
務
総
理
が
置
か
れ

(八
六
条
)
、
日
本
の
内
閣
に
該
当
す
る
国
務
委
員
会
が
組
織
さ
れ
る

(
八
七
条
)。

今
回
の
選
挙

に
は
七
人
が
立
候
補
し
、
実
質
的
に
は
金
大
中

・
李
會
昌

(

、

ハ
ン
ナ
ラ
党
)
・
李
仁
濟

国
民
新
党
)

の
有
力
三
候
補
に
よ

っ
て
争
わ
れ
た
。
当
選
し
た
金
大
中
は

「政
権
交
代
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
前
面
に
掲
げ

た
。
李
會
昌
は
こ
れ
に

「
三
金
清
算
」
で
対
抗
し
た
。
「
三
金
」
と
は
金
泳
三
大
統
領
と
金
大
中
・金
鍾
泌
を
指
す
が
、
こ
れ
は
本
稿
で
言

う
地
域
カ
リ
ス
マ
中
心

の
政
治
を
打
破
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
た
李
仁
濟
は
四
〇
代
と
い
う

「
若
さ
し
を
生
か
し
て

「世
代
交
代
」
を
強
く
打
ち
出
し
た
。

選
挙
ま
で
の
経
過

に
つ
い
て
は
、
表
3
に
ま
と
め
て
あ
る
が
、
民
主
化
以
降

の
過
去
二
回
の
大
統
領
選
と
比
較

し
た
場
合
、
今
回
の
選

挙
戦
の
過
程
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
特
徴
は
三
点
あ

っ
た
と
言
え
る
。

ま
ず
第

一
に
与
党
が
分
裂
し
た
こ
と
で
あ
る
。
李
會
昌
は
も
と
も
と
金
泳
三
現
政
権
の
与
党
で
あ

っ
た
新
韓
国
党
の
予
備
選
挙
で
勝
ち

上

が

っ
た
人
物
で
あ

っ
た
。
当
初
金
泳
三
大
統
領
が
候
補
者
決
定
過
程
に
強
く
介
入
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、
次
男
の
収
賄
事

件

と
、
そ
れ
に
端
を
発
す
る
自
身
の

一
九
九
二
年
の
大
統
領
選
挙

の
資
金
疑
惑

に
よ

っ
て
政
治
力
を
行
使
で
き
な

い
状
況

に
追

い
込
ま
れ

た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
与
党
内
の
予
備
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
は
候
補
乱
立

に
よ
る
激
し
い
争

い
と
な

っ
た
。
最
終
的
に
李

會
昌
が
大
統
領
候
補
に
選
出
さ
れ
た
も

の
の
、
子
息

の

「兵
役
逃
れ
疑
惑
」

に
よ

っ
て
世
論
調
査

に
お
け
る
支
持

率
が
急
落
し
た
た
め
、



表31997年 大統領選挙の経過

5.17金 泳三大統領の次男が収賄容疑で逮捕

19新 政治国民会議が金大中を候補 に選出

6.24自 由民主連合が金鍾泌を候補に選出

7.21新 韓国党が李會昌を候補に選出

9.7国 民勝利21が 権永吉 を候補 に選出

11民 主党が趙淳を候補 に選出

13李 仁濟が新韓国党を離党 し出馬表明

10.22李 會昌が金泳三大統領の新韓国党か らの離党を要求

31新 政治国民会議 と自由民主連合が金大中候補一本化に関する

合意文発表

11.4国 民新党結成、李仁濟を候補 に選出

7金 泳三大統領が新韓国党からの離党を表明

13新 韓国党 と民主党が合党 と李會昌候補一本化に合意

21ハ ンナラ党結成、李會昌を候補 に選出

27立 候補登録 しめ きり、7人 が立候補

12.18投 票



予
備
選
で
二
位
を
占
め
、
当
時
世
論
調
査
で
李
會
昌
を
上
回
る
人
気
を
得
て
い
た
李
仁
濟
が
脱
党
し
、
新
党
を
組
織
し
て
立
候
補
す
る
こ

と

に
な

っ
た
。
李
仁
濟
の
国
民
新
党
に
合
流
し
た
現
職
議
員
は
八
名
と
ご
く
少
数
で
あ

っ
た
が
、
「
金
泳
三
直
系
」
と
見
な
さ
れ
て
い
た
李

仁
濟
の
新
党
結
成

に
よ
る
与
党
分
裂
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
金
泳
三
の
地
盤
で
あ

っ
た
P
K
地
域
で
の
投
票
結

果
に
大
き
な
影
響
を
与

え

た
。

第
二
に
、
与
党

の
分
裂
と
も
関
係
す
る
が
、
今
回
の
選
挙
戦
で
は
与
党
と
政
府

の
連
携
が
壊
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
過
去
に

お

い
て
は
公
安
関
係
機
関
を
中
心
と
し
て
、
行
政
機
関
が
与
党
に
対
し
て
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
公
然

・
非
公
然
の
各
種
連
携
が
お
こ

な

わ
れ
る
の
が
通
例

で
あ

っ
た
。
し
か
し
今
回
は
、
金
泳
三
大
統
領
と
衝
突
し
て
国
務
総
理
を
辞
任
し
た
経
歴
が
李
會
昌
に
あ
る
な
ど
、

も

と
も
と
両
者
の
関
係
が
よ
く
な
く
、
さ
ら
に
与
党
分
裂
に
前
後
し
て
李
會
昌
が
金
泳
三
大
統
領
に
離
党
を
要
求
し
、
実
際

に
金
泳
三
大

統
領
が
与
党
を
離
党
す
る
な
ど
両
者
の
関
係

は
悪
化
す
る

一
方
で
あ

っ
た
。
李
會
昌
は
選
挙
戦
の
直
前

に
、
新
韓

国
党
を
民
主
党
と
合
党

さ

せ
て

ハ
ン
ナ
ラ
党

に
改
編
し
た
が
、
こ
れ
は
金
泳
三
政
権
に
対
す
る
完
全
な
決
別
宣
言
で
あ
り
、

ハ
ン
ナ
ラ
党

は
従
来
の
与
党

の
よ
う

な

「利
点
」
を
生
か
せ
な

い
立
場
と
な

っ
た
。

第
三
に
、
国
民
会
議
と
自
由
民
主
連
合

(以
下

「自
民
連
」
)
と
い
う
二
野
党
が
、
共
同
で
金
大
中
を
大
統
領
候

補
と
し
て
担

い
だ
こ
と

が
指
摘
で
き
る
。
自
民
連
は
も
と
も
と
金
鍾
泌
を
独
自
候
補
と
し
て
擁
立
し
て
い
た
が
、
世
論
調
査

の
結
果
な
ど
か
ら
単
独
で
は
当
選
不

可
能
と
判
断
し
、
国
民
会
議
と
選
挙
提
携
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な

っ
た
。
金
鍾
泌
は
朴
正
煕
の

「片
腕
」
と
し
て
、

】
九
六

一
年
の
軍
事

ク
ー
デ
タ
ー
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
だ
け
で
な
く
、
国
家
安
全
企
画
部
の
前
身
で
あ
る
韓
国
中
央
情
報
部

を
創
設
し
て
初
代
部
長

を
務
め
、
そ
の
後
首
相
に
も
な

っ
た
旧
軍
事
政
権
の
核
心
的
な
人
物

で
あ
り
、
金
大
中
に
と

っ
て
は

「政
敵
」
と
も
言
う

べ
き
経
歴
の
人

物

で
あ
る
。
し
か
し
後
述
す
る
よ
う
に
金
大
中
は
、
こ
の
提
携
に
よ

っ
て
支
持
基
盤
を
拡
大
し
選
挙
戦

で
の
勝
利

を
も
の
に
し
た
と
言
え

る
。



一
一
・
二

選
挙
結
果
の
分
析

一
五
代
大
選
は

一
九
九
七
年

一
二
月

一
八
日
に
投
票
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
有
権
者
総
数
三
二
二
九
万
四

一
六
人
で
投
票
者
総
数
は
二
六

〇
四
万

一
八
八
九
人
、
投
票
率
は
八
〇

・
六
%
だ

っ
た
。

表
4
は
、
広
域
自
治
体
別
の
主
要
三
候
補

の
絶
対
得
票
率
と
、
各
地
域
の

一
位
得
票
者
と
二
位
得
票
者
の
絶
対
得
票
率

の
差
を
示
し
て

い
る
。
当
選
し
た
金
大
中
は
ソ
ウ
ル

・
仁
川

・
光
州

・
大
田

・
京
畿

・
忠
北

・
忠
南

・
全
北

・
全
南

・
済
州
の

一
〇
自
治
体

で
第

一
位
と

な
り
、
次
点
の
李
會
昌
は
釜
山

・
大
邸

・
蔚
山

・
江
原

・
慶
北

・
慶
南

の
六
自
治
体
、
す
な
わ
ち
嶺
南
地
域
と
江
原
で
第

一
位
と
な

っ
た
。

全
国
で
の
合
計
得
票
で
見
れ
ば
、
絶
対
得
票
率
で

一
・
二

一
ポ
イ
ン
ト
差

の

「接
戦
」
で
あ

っ
た
。

表
5
は
民
主
化
後

の
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
広
域
自
治
体
別
の
金
大
中

の
絶
対
得
票
率

で
あ
り
、
表
の

(

)
内

は
前
回
比
の
増
減
ポ

イ
ン
ト
数
を
表
わ
し
て
い
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
今
回
の
選
挙

に
お
い
て
金
大
中
は
、
す
べ
て
の
自
治
体
で
前
回
よ

り
も
得
票
率
を
伸
ば

し
た
こ
と
が
分
か
る
。

今
回

の
選
挙

に
お
い
て
は
、

マ
ス
コ
ミ
の
世
論
調
査
報
道

「
合
戦
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
過
去

に
例
を
見
な
い
頻
度

で
そ
の
結
果
が
公

表
さ
れ
た
。
候
補
者
登
録
が
始
ま
る

一
一
月
二
六
日
以
降
は
選
挙
法
の
規
定

に
よ

っ
て
世
論
調
査

の
結
果
公
表
が
禁
止

さ
れ
て
い
た
が
、

朝
鮮
日
報

・
文
化
放
送

・
韓
国
ギ

ャ
ロ
ッ
プ
の
三
者

に
よ
る
共
同
世
論
調
査
は

一
〇
月
二
五
日
か
ら
結
果
公
開
期
限

ま
で
の

一
か
月
間
だ

け
で
五
回
お
こ
な
わ
れ
た
。
ま
た
東
亜
日
報
・
ハ
ン
ギ

ル
リ
サ
ー
チ
の
共
同
世
論
調
査
も
ほ
ぼ
同
じ

一
か
月
の
間

に
二
回
お
こ
な
わ
れ
た
。

い
ず
れ

の
調
査

に
お
い
て
も
金
大
中
が
終
始

一
位
を
維
持
し
た
た
め
、
前
述
の
金
大
中
の
得
票

の
広
が
り
に
は
、

い
わ
ゆ
る

「
バ
ン
ド
ワ

ゴ
ン
効
果
」
が
発
揮
さ
れ
た
側
面
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
表

5
に
よ
っ
て
、
前
回
比
で
ポ
イ
ン
ト
を
伸
ば
し
た
自
治
体

の
上
位
三
位
を
挙
げ
る
と
忠
南

・
大
田

・
忠
北

と
な
る
が
、

こ
の
三

地
域
は
韓
国
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
お
い
て
金
鍾
泌
の
地
盤
と
日
さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
大

田
と
忠
南
に
関
し
て



表4広 域 自治体別 主要3候 補 の得票(絶 対得票 率べ 一ス)

ソ ウル

釜 山

大 邸
仁 川
光 州
大 田
蔚 山
京 畿
江 原
忠 北
忠 南
全 北

全 南
慶 北
慶 南
済 州

全 国

金 大 中
35.70

11.89

9.76

30.36

86.63

34.88

12.34

31.22

18.32

29.10

36.31

77.54

81.07

10.58

8.70

30.69

31.98

李 會 昌
☆32.54

41.49

56.56

☆28。70

☆1.53

☆22.61

41.12

☆28.25

33.30

☆23.94

17.70

☆3.82

☆2.73

47.95

43.40

☆27.68

30.77

李 仁 濟
10.16

☆23.17

☆10.17

18.16

0.60

18.65

☆21.38

18.78

☆23.86

22.86

☆19.68

1.80

1.20

☆16.85

☆24.64

15.49

15.25

差
3.16

18.32

46.39

1.66

85.10

12.27

19.74

2.97

9.44

5.16

16.63

73.72

78.34

31.10

18.76

3.01

1.21

※太 字 は自治体 内得 票率第1位 を示 し、☆印 は同第2位 を示す。一…番右 の列 は

第1位 ・第2位 得票者 の得 票率の差。新聞 に報道 され た中央選挙 管理委 員会

集計 に もとつ いて筆 者が作成。

表5広 域自治体別の金大中の過去の選挙結果(絶 対得票率)と の比較(%)

ソウル

釜 山

大 邸
仁 川
光 州
大 田
蔚 山
京 畿
江 原
忠 北

忠 南
全 北

全 南
慶 北
慶 南
済 州

全 国

第13代

28.26

7.97

2.34

ユ8.49

86.37

19.33

7.83

9.73

10.67

73.08

79.41

2.12

3.96

16.07

12.75

第14代

30.38(十2.12)

10.33(十2.36)

6.07(十3.73)

25.13(十6.64)

84.80(-1.57)

22.75

25.34(十6.01)

12.42(十4.59)

20.78(十11.05)

22.06(+11.39)

75.01(十1.93)

77.99(-1.42)

7.62(十5.50)

7.72(十3.76)

25.99(十9.92)

27.33(+14.58)

第15代

35.70(一 十5.32)

11。89(十1.56)

9.76(-1-3.69)

30.36(十5.23)

86.63(十1.83)

34.88(十12.13)

12.34

31.22(十5.88)

18.32(十5,90)

29.10(+-8.32)

36.31(十14.25)

77.54(+2.53)

81.07(+3.08)

10.58(十2.96)

8.70(一 十 〇.98)

30.69(十4.70)

31.98(十4.65)

※()内 は前回比 の増減 ポ イン ト数。 大田広域市 は忠清南道か ら、蔚 山広域

市 は慶 尚南 道か ら分離新 設 され た。 中央選挙管理委員会 『第13代 大統領選
挙総覧』1988、 同 『第14代 大 統領 選挙総覧』1993と 、新 聞 に報道 され た中

央選挙管理 委員会集計 に も とつ いて筆者 が作成。



は
、
前
稿

に
お
い
て
金
鍾
泌

へ
の
排
他
的
支
持
が
強
ま
り

つ
つ
あ
る
こ
と
を
検
証
し
た
地
域

で
も
あ
り
、
金
鍾
泌
と
の
連
携

の
効
果
が
発

揮
さ
れ
た
と
言

っ
て
よ
い
。

一
方

、
李
會
昌

の
得
票
に
注
目
し
て
前
出

の
表
4
を
見
る
と
、
李
會
昌
が
得
票
率

一
位
を
占
め
た
六
自
治
体
す
べ
て
で
、
李
仁
濟
が
二

位
を
占

め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
李
仁
濟

に
投
じ
ら
れ
た
票
が
、
す
べ
て
旧
与
党
性
向

の
票
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
に
せ
よ
、
表
1
や

表
2
に
現
わ
れ
た
過
去
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
地
域
の
投
票
傾
向
を
考
え
た
場
合
、
そ
の
票
が
大
量
に
金
大
中
に
流
れ
る
こ
と
も
考
え
に
く

く
、
与
党
が

「分
裂
」
し
た
こ
と
の
影
響
は
大
き
か

っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

二

・
三

「地
域
力
リ
ス
マ
の
順
送
り
」
仮
説

の
再
検
討

金
大

中
が
当
選
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
盧
泰
愚

・
金
泳
三
を
経
た
地
域
カ
リ
ス
マ
群
内

で
の
順
送
り
は
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

ま
た
、
す
で
に
見
た
よ
う

に
、
今
回
の
選
挙
に
お
い
て
も

「残
さ
れ
た
」
地
域
カ
リ

ス
マ
二
人

(金
大
中

・
金
鍾
泌
)

は
縁
故
地
域

に
お

け
る
排
他
的
で
強
い
支
持
を
獲
得
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
現
象
が
仮
説
の
範
囲
内

で
理
解
で
き
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

こ
こ
で
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
今
回
の
選
挙
結
果
に
お
い
て
、
大
統
領
を
輩
出
し
た
地
域
は
求
心
力

が
低
下
し
て
混
戦

地
域

に
転
化
す
る
と

い
う
仮
説
の
前
提

に
反
す
る
事
例
が
見
ら
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
表
4
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
李
會

昌
が

一
位
得
票
を
占
め
た
の
は
嶺
南
地
域
と
江
原

で
あ

っ
た
が
、
こ
の
中
で
嶺
南
地
域
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
す
で
に
盧
泰
愚

・
金
泳
三

の
両
地
域
カ
リ
ス
マ
を
大
統
領
に
送
り
出
し
た
、
両
者
の
縁
故
地
域
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
表
4
と
表
2
を
比
較
し
て
み
る
と
分
か
る
よ

う
に
、
李
會
昌
の
同
地
域

に
お
け
る
得
票
率
は
地
域
カ
リ
ス
マ
と
し
て
の
盧
泰
愚
や
金
泳
三
の
得
票
率
よ
り
や
や
弱

い
程
度
で
、
仮
定

の

条
件
と
は
逆

に
、
同
地
域

の
結
果
は

「混
戦
」
と
言
う
よ
り
も
、
非
地
域
カ
リ
ス
マ
候
補
で
あ
る
李
會
昌
に
地
域
カ
リ

ス
マ
に
近
似
す
る



支
持

を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
統
領
を
輩
出
し
た
地
域
カ
リ
ス
マ
の
縁
故
地
域
が
混
戦
地
域
化
す
る
と

い
う
前
提
は
、
残
さ
れ
た
地

域

カ
リ
ス
マ
群
が
非
地
域
カ
リ
ス
マ
候
補
群
に
対
し
て
、
地
縁
地
域
の
固
定
票
の
優
位
を
継
続
し
て
保

つ
こ
と
の
条
件
で
あ
り
、
そ
れ
を

挺

子
と
し
て
地
域
カ
リ
ス
マ
が
順
送
り
さ
れ
る
と
い
う
仮
説
の
根
幹
に
関
る
部
分
で
あ
る
か
ら
、
李
會
昌
が
嶺
南

地
域
で
高

い
支
持
を
得

た
こ
と
は
軽
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
現
象
で
あ
る
と
言
え
る
。

そ
れ
で
は
、
前
稿
に
お
い
て

一
九
九
六
年
の

一
五
代
国
会
議
員
選
ま
で
の
国
政
選
挙

の
結
果
を
対
象
と
し
て
、

大
統
領
を
輩
出
し
た
嶺

南
地

域
の
求
心
力
が
低
下
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
混
戦
地
域
化
し
な
か

っ
た
原
因
を
、
ど
の
よ
う

に
考

え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ
る
の
は
、
李
會
昌
の
対
立
候
補
が
金
大
中
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
嶺
南
地
域
や
江
原
の
求
心
力

を
高

め
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
こ
の
可
能
性
は
、
そ
れ
ら
の
地
域
す
べ
て
で
、
李
仁
濟
が
二
位
得
票
者
に
な

っ
た
と

い
う
事
実
か
ら
も
想
定
し
う
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
の
地
域
の
有
権
者
は
、
最
初
か
ら
金
大
中
を
投
票
の
選
択

肢

と
し
て
拒
絶
し
て
い
る
、
も
し
く
は
最
悪
の
選
択
肢
と
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

そ
こ
で
金
大
中
と

い
う
地
域
カ
リ
ス
マ
候
補
自
体
に
、
嶺
南
地
域
と
江
原
に
お
い
て
忌
避
さ
れ
る
と
い
う
属
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と

い
う
こ
と
を
検
討
す
る
た
め
に
、
今
回
も
含
め
民
主
化
以
降
の
三
回
の
大
統
領
選
挙
に
関
し
て
、
金
大
中
が
三
位
以
下
の
得
票
し
か
得

ら
れ
な
か

っ
た
広
域
自
治
体
を
抜
き
出
し
た
の
が
表
6
で
あ
る
。
こ
の
表
で
は
、
当
該
各
自
治
体
に
お
け
る
金
大
中

の
得
票
を
基
準

に
、

一
位

・
二
位
得
票
の
候
補
が
、
お
の
お
の
金
大
中
の
何
倍

の
得
票
を
得
た
か
を
合
わ
せ
て
示
し
て
い
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
基
本
的

に
嶺

南

地
域
と
江
原
が
、

一
貫
し
て
金
大
中
に
低

い
支
持
し
か
与
え
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

(
21
)

江
原
は
非
武
装
地
帯
で
分
断
さ
れ
た
道
で
あ
り
、
軍
事
的
緊
張
が
高

い
地
域
で
あ
る
。
さ
ら
に
朝
鮮
戦
争
以
前

に

「北
」
で
あ

っ
た
地

域

を
含
ん
で
お
り
、
相
対
的
に
反
共
宣
伝
に
共
鳴
し
や
す
い
風
土
が
あ
る
。
金
大
中
は
大
統
領
選
に
初
挑
戦
し
た

一
九
七

一
年
の
七
代
大

選
以
来
、
容
共
主
義
者

の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、
大
統
領
選
挙
の
た
び
に

「政
治
色
」
を
問
題
視
す
る
宣
伝
攻
撃

に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
が
、

(24

)

そ

れ
が
受
容
さ
れ
や
す
い
の
が
江
原
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
嶺
南
地
域
、
そ
の
中
で
も
と
り
わ
け
T
K
地
域
は
、
歴
代
軍
事
政
権

の
政



表6金 大中が3位 以下であった広域自治体 における第1位 ・2位 得票候補

の得票比(当 該地域における金大中の得票=1)

第13代

1位2位

釜山

大邸

仁川

京畿

江原

忠北

忠南

慶北

慶南

済州

6.1

26.8

1.8

1.9

6.7

4.3

3.6

27.9

11.4

2.7

3.5

9.2

1.4

1.2

3.0

2.6

2.1

11.8

9。1

1.4

第14代

1位2位

大邸

江原

慶北

慶南

7.6

2.7

6.7

7.8

2.3

2.2

1.6

1.2

第15代

1位2位

釜山

大邸

江原

慶北

慶南

蔚山

3.5

5.8

1.8

4.5

5.0

3.3

1.9

1.0

1.3

1.6

2.8

1.7

※蔚山広域市 は14代 大選後に慶尚南道か ら分離新設された。中央選挙管理委

員会 『第13代 大統領選挙総覧』1988、 同 『第14代 大統領選挙総覧』1993、

新聞に報道 された中央選挙管理委員会集計にもとついて筆者が作成。



治
基
盤

の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
前
出
の
表
1
に
お
い
て
も

一
部
確
認
で
き
る
点
で
あ
る
。
金
大
中
は
そ
の
軍
事
政

権

に
抵
抗
し
て
き
た
政
治
家
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
歴
代
政
権
に
よ

っ
て
生
命
を
脅

か
さ
れ
る
よ
う
な
弾

圧
を
受
け
た

「受
難
」

者

と
し
て
民
主
化
運
動
の
象
徴
と
し
て
の
機
能
を
担

っ
て
き
た
。
さ
ら
に
彼
は
、
地
域
カ
リ
ス
マ
の
中

で
も
き
わ
め
て
突
出
し
て
排
他
的

支
持
を
、

一
九
八
〇
年
に
民
主
化
運
動
が
武
力
に
よ

っ
て
弾
圧
さ
れ
た
湖
南
地
域
か
ら
得
て
お
り
、
そ
れ
が
嶺
南

地
域
に
お
い
て
彼
に
対

す

る
反
感
や
嫌
悪
、
あ
る
い
は

「報
復
」

へ
の
恐
怖
を
喚
起
し
、
投
票
の
選
択
肢
と
し
て
忌
避
さ
せ
る
原
因
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
地
域

の
特
性
が
あ

っ
た
と
こ
ろ
に
、
前
述
し
た
よ
う
な
前
例
の
な
い
世
論
調
査
報
道
合
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

事
前

に
金
大
中
の
当
選
可
能
性
が
強
く
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
金
大
中
を
忌
避
す
る
特
性

を
媒
介
に
非
地
域
カ
リ

ス

マ
の
二
候
補

(李
會
昌

・
李
仁
濟
)

へ
の
支
持
を
高
め
る
効
果
を
発
揮
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
し
て
そ
の
た
め
に
、

す

で
に
地
域
カ
リ
ス
マ
を
大
統
領
と
し
て
輩
出
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
嶺
南
地
域
は
混
戦
地
域
化
せ
ず
、
仮
説

の
前
提
と
相
違
す
る
結
果

と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
嶺
南
地
域

(さ
ら
に
江
原
も
)
に
お
け
る
金
大
中

に
対
す
る
忌
避
要
素
と
い
う
も
の
の
影
響
は
、
前
稿
に
お
い
て
は
指

摘

で
き
な
か
っ
た
点
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
選
挙
に
お
い
て
も
当
然
影
響
を
与
え
て
き
た
と
考
え
ら
れ

る
。
前
稿

で
見
落
と
し
て
い
た
、

こ
の
要
素
が
意
識
的
に
利
用
さ
れ
た
場
合
、
非
地
域
カ
リ
ス
マ
候
補
が
カ
リ
ス
マ
候
補
群
の
固
定
票

の
優
位
を
突
破
し
て
、
順
送
り
を
中

断

さ
せ
る
と
い
う
可
能
性
は
充
分
に
想
定
し
え
た
。
具
体
的
に
今
回
の
選
挙
過
程
に
当
て
は
め
る
な
ら
、
与
党
が
分
裂
せ
ず

に
統

一
候
補

を

た
て
ら
れ
て
い
れ
ば
、
結
果
と
し
て
金
大
中
に
対
す
る
忌
避
要
素
を
利
用
す
る
こ
と
に
な

っ
た
は
ず

で
あ
り
、
そ
の
統

一
候
補
が
金
大

中

に
よ
る
順
送
り
を
阻
止
す
る
可
能
性
が
あ

っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
あ
く
ま
で
も
結
果
論
で
は
あ
る
が
、
逆

に
金
大
中
に
対
す
る
忌
避
要
素
に
、
与
党
分
裂
を
回
避
さ
せ
た
り
、
再
結
集
(分
裂
し
た

一
方

の
候
補

に
投
票
を
集
中
す
る
場
合
も
含
め
)

を
促
し
た
り
す
る
ま
で
の
強

い
影
響
力
は
な
か

っ
た
と
も
言
え
る
。

し
た
が

っ
て
今
回
の
選
挙
結
果
を
総
体
と
し
て
総
括
す
れ
ば
、
前
稿
の
仮
説
に

「欠
陥
」
が
あ

っ
た
に
も
関
ら
ず
、
与
党
が
分
裂
す
る



な
ど
し

て
、
金
大
中
忌
避
要
素
を
意
図
的
に
利
用
す
る
単

一
の
政
治
勢
力
が
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
表
面
的
に
は
仮

説
が
想
定
し
て
い

た
通
り
の
順
送
り
に
帰
着
し
た
と
結
論
で
き
る
だ
ろ
う
。

む
す
び

に

こ
れ

ま
で
の
考
察
の
結
果
、
本
稿

で
確
認
で
き
た
こ
と
は
、
以
下
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

ま
ず
第

一
に
、
残
さ
れ
た
二
人
の
地
域
カ
リ
ス
マ
は
縁
故
地
域
に
お
け
る
求
心
力
を
高
め
、
今
回
も
排
他
的
で
強

い
支
持
を
獲
得
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
れ
は
前
稿
の
仮
説
の
枠
組
の
中
で
説
明
で
き
る
現
象
で
あ
り
、
地
域
カ
リ
ス
マ
が
残

っ
て
い
る
地
域
に
着
目
す
る

と
、
仮
説
が
部
分
的
に
有
効
性
を
継
続
し
て
い
る
と
言
え
る
。

第

二
に
、
地
域
カ
リ
ス
マ
を
大
統
領
に
輩
出
し
た
に
も
関
ら
ず
、
嶺
南
地
域
が
混
戦
地
域
化
せ
ず
、
逆

に
非

カ
リ
ス

マ
候
補
が
地
域

カ

リ
ス
マ
類
似

の
比
較
的

に
強
い
支
持
を
受
け
た
事
実
か
ら
、
前
稿
で
仮
説
が
見
落
と
し
て
い
た
、
嶺
南
地
域

(と
江
原
)
に
お
け
る
金
大

中

に
対

す
る
忌
避
要
素
を

「発
見
」
で
き
た
。
仮
説
が
見
落
と
し
て
い
た
、
こ
の
要
素
に
よ

っ
て
順
送
り
が
中
断
す
る
可
能
性
も
あ

っ
た

が
、
結
果
と
し
て
与
党

の
分
裂
な
ど
に
よ

っ
て
仮
説
の
想
定
し
た
順
送
り
に
帰
着
し
た
。

し
か
し
最
後
に
、
も
う

一
度
考
え
て
み
た
い
の
は
、
こ
の
結
論
の
第
二
の
点
、
す
な
わ
ち
嶺
南
地
域
が
混
戦
地
域
化

せ
ず
、
逆

に
非
カ

リ
ス
マ
候
補
で
あ
る
李
會
昌
が
地
域
カ
リ
ス
マ
類
似
の
比
較
的

に
強

い
支
持
を
受
け
た
原
因
を
、
金
大
中

に
対
す
る
忌
避
要
素
の
み
で
説

明
し

つ
く
せ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
再
度
整
理
す
る
と
、
「地
域
カ
リ
ス
マ
の
順
送
り
」仮
説
に
お
い
て
、
順
送
り
の
論
理
を
保
障
す
る
の
は
、
地

域
カ
リ
ス
マ
が
縁

故
地
域

で
調
達
し
う
る
排
他
的
な

「堅
い
」
固
定
票
を
持

っ
て
い
る
、
言

い
換
え
れ
ば
地
域
カ
リ
ス
マ
の
地
縁
動
員
に
呼
応
す
る
有
権
者

の
投
票
行
動
や
意
識
が
存
在
し
、
そ
れ
が
不
変
で
あ
る
と
い
う
仮
定
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ

っ
て
地
域
カ
リ
ス
マ
群
は
非

地
域
カ
リ
ス
マ
候



補
群

に
対
し
相
対
的
優
位
を
保
ち
続
け
、
順
送
り
に
帰
結
す
る
と
言

い
え
る
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
そ
れ
ゆ
え

に
、
仮
説
は
順
送
り
の
進
行

に
と
も
な
い
地
域
割
拠
現
象
が
消
滅
し

つ
つ
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
有
限
の
地
域
カ
リ
ス
マ
群
が

「順
送
り
」
に
よ

っ
て
順
次
消

滅

し
て
い
く
こ
と
に
よ

っ
て
説
明
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
仮
説
は
、
有
権
者
の
意
識
や
、
そ
れ
に
照
応
す

る
投
票
行
動
と

い
う
も

の
が
、
短
期
間

の
間
に
劇
的
に
変
化
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、
有
権
者
の
意
識
や
投
票
行
動

の
変
化

の
影
響
を
排
除

し
て
構
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
前
述
の
仮
説

の
条
件
に
反
す
る
嶺
南
地
域
に
お
け
る
李
會
昌

へ
の
支
持
は
、
単
に
金
大
中
に
対
す

る
忌
避
要
素
が
作
用
し
た
と
い
う
だ
け
で
は
な

い
有
権
者
の
意
識
と
投
票
行
動
の
変
化
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で

あ

る
。

く
り
返
し
に
な
る
が
、
地
域
割
拠
現
象
を
支
え
た
有
権
者
の
意
識
と
投
票
行
動
は

「民
主
化
」
直
後
の
特
殊
な
状
況

に
規
定
さ
れ
た
歴

史
的

な
産
物
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち

「
反
共
」
権
威
主
義
体
制
下
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
唯

一
最
大
の
争
点
で
あ

っ
た
民
主
化
と
い
う
争
点
が

消
滅

し
た
た
め
、
差
別
化
が
困
難
に
な

っ
た
地
域
カ
リ
ス
マ
が
縁
故
地
域

に
お
い
て
お
こ
な

っ
た
地
縁
動
員
と
、
「
反
共
」
権
威
主
義
体
制

の
狭

隆
な
政
治
空
間
の
中
で
政
治
参
加
が
著
し
く
制
限
さ
れ
、
社
会
的
な
対
立
を
政
治
的
争
点
化
す
る
経
験
を
も

て
な
か

っ
た
有
権
者
が

そ
れ
に
呼
応
し
た
結
果
が
地
域
割
拠
現
象
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
時
間

の
経
過
に
と
も
な
う
状
況
の
推
移
に
し
た
が

っ
て
、
有
権
者

の

意
識

と
投
票
行
動
が
変
化
す
る
こ
と
は
容
易
に
想
定
し
う
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
有
権
者
の
意
識
や
投
票
行
動
の
質
的
な
変
化
が
起

こ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
論
を
検
証
す
る
こ
と

は
、
そ
も
そ
も
有
権
者
の
意
識
と
投
票
行
動
を
不
変
と
仮
定
し
、
投
票
行
動
の
計
量
的
な
結
果
の
み
を
資
料
と
し

て
い
た
前
稿
と
本
稿

で

は
、

方
法
上
の
留
保
を
超
え
る
解
答
不
能
な
課
題
で
あ
り
、
今
後
に
残
さ
れ
た
作
業
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
仮
に
今
回
の
選
挙
の
結

果

に
お
い
て
、
有
権
者
の
意
識
や
投
票
行
動
の
有
意
な
変
化
が
す
で
に
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
仮
説
の
言
う

地
域

カ
リ
ス
マ
が

一
人

(金
鍾
泌
)
残
さ
れ
て
い
る
に
せ
よ
、
順
送
り
は
終
焉
し
た
と
言
い
え
る
で
あ
ろ
う
。



・
王
鴨
鴨
'

(
1
)
韓
国

で
言
わ
れ
る
「地
域
主
義
」
に
は
、
本
稿
が
対
象

と
す
る
選
挙
に
関
す
る
現
象

の
他

に
も
、

エ
リ
ー
ト
の
リ
ク
ル
ー
ト
に
お
け

る
地
域
格
差

の
問

題
や
、
経
済
発
展
や
社
会
資
本
整
備
な
ど

の
地
域
格
差
の
問
題
も
含
ま
れ
て
い
る
。

(2
)
政
治
だ
け
で
な
く
経
済

.社
会
.
文
化
な
ど
地
域
主
義

の
問
題
を
包
括
的

に
取
り
扱

っ
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、
聯
囲
洋

吟
佃
吟
蔽

『韓

圖
血
誉
嬉
爵

が

あ

る
。

エ
リ

ー

ト

の

ワ

ク

ル
ー

ト

に
関

す

る
地

域

格

差

に

つ
い

て
は

糠
、解
離

に
詳

し

い
。

版
会

(
一
九
九

二
)
も
参
考

に
な
る
。

ま
た
服
部
民
夫

『
東
ア
ジ

ア
の
国
家
と
社
会
四

韓
国

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
政
治
文
化
』
東
京
大
学
出

政
党

の
地
域
化
の
問
題

に
関
し
て
は

が
あ
る
。
ま
た
個
別

の
選
挙
の
分
析
と
し
て
は
、

や

、

が
参
考

に
な
る
。

ま
た
投
票
行
動

の
分
析
の
資
料
と
し
て

付
録

の

二
二
代

・
一
四
代
大
選

に
関

す
る
調
査
結
果
が
役

に
立

つ
。

(3
)
本
稿

よ
り
も
小
さ
な
分
析
単
位

で
分
析
を
お
こ
な

っ
た
研
究

と
し

て
は
、

が

あ

る
。

(4
)

一
般

に
、
六

}
年

の
軍
事
ク
ー
デ
タ
i
以
降
、
七

二
年

の

「
一
〇
月
維
新
」

ま
で
の
時
期
を
指
す
。

(
5
)
現
在

の
区
分
と
の
違

い
は
、
大
邸
広
域
市
が
慶
尚
北
道
、
仁
川
広
域
市
が
京
畿
道
、
光
州
広
域
市
が
全
羅
南
道
、
大
田
広
域
市
が
忠
清
南
道
、
蔚
山
広

域
市

が
慶
尚
南
道

に
、
そ
れ
ぞ
れ
含
ま
れ
て

い
た
点
で
あ
る
。
当
時
は
地
方
自
治
が

「停
止
」
さ
れ
て
い
た

の
で
、
「
自
治
体
」
と
い
う
呼
称

は
使
わ
な

い
こ
と
に
す
る
。

(6
)
通
常

の
選
挙
統
計

で
使
用
す
る
得
票
率

は
有
効
投
票
総
数

に
占
め
る
得
票

の
割
合
を
示
す
が
、
投
票
率

の
高
低

に
よ

っ
て
実
際

の
支
持
の
大

き
さ
と

の
間

に
乖
離
が
生

じ
る
。
絶
対
得
票
率

は
有
権
者
総
数

に
対
す
る
得
票

の
割
合

を
示
す
も
の
で
、
比
較

の
際

に
投
票
率

の
差

に
配
慮
す
る
必
要
が
な

い
。

以
下
本
稿
で
は
基
本
的

に
絶
対
得
票
率
を
使
用
す
る
。

(7
)
こ
れ
は

一
般
に

「
与
村
野
都
」
と
呼
ば

れ
る
現
象
に
含

ま
れ
る
。
「与
村
野
都
」
と
は
、
都
市
部

に
お
い
て
は
野
党
が
強
く
、
農
村
部
に
お
い
て
は
与

党

が
強

い
と

い
う
意
味

で
あ
り
、
韓
国

の
選
挙
分
析

に
お
い
て
は
通
説
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
原
因
は
高
学
歴
者

・中
産
階
級
が
首
都
圏
や
都
市
部

に
集

韓
國
社
會
學
會
編
『韓
國
潮
地
域
主

〔韓
国
の
地
域
主
義
と
地
域
葛
藤
〕
』
星
苑
社
(1990)

『韓
國
政
府
論
』
博
英
社
(1994)

〔韓
国
の
政
党
政
治
と
地
域
主

義
〕

〔韓
国
政
党
政
治
論
〕

〔韓
国
の
社
会
階
級
と
政
党
構
造
一
左
派
排
除
と
保
守
独
占
の
政
治
体
系

プ
の
世
論
調
査
〕

〔韓
国
の
政
治
と
選
挙
文
化
〕

〔階
級
別
の
投
票
行
動
を
通
じ
て
見
た
14代
大
選
〕」
,李
南
永

(補
訂
版
,1993)

13代
大
統
領
選
挙
の
投
票
行
動
に
っ
い
て
の
地
政
学
的
研
究
〕

朴
武
益

金
燗
國
「第
13代
大
統
領
選
學

金
光
雄
編

(1992)

投
票
行
態

〔韓
国
の
選
挙
1〕

〔韓
国
の
選
挙
政
治
学
〕

與
論
調
査
〔ギ
ャ
ロ
ッ

地
政
學
的
研
究
〔第

(1990)



中
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
と
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

鰹

α
鋳

巾

止
〔
合
理
的
有
権
者
モ
デ
ル
と
韓
国
の
選
挙
分
析
〕

」
噛
暢
蚤
沖

湿
層

(8
)

実
際
に
朴
正
煕
政
権
が
意
図
的

に
偏

っ
た
社
会
資
本
投
下
を
お
こ
な

っ
た
と
主
張
す

る
も

の
も
あ
る
。

〔
〔
韓
国
地
域
主
義
の
形
成
と
性
格
〕

」
韓
國
社
會
學
會
編

"

(
9
)
全
斗
換

は
慶
尚
南
道
、
盧
泰
愚
は
現
在

の
大
邸
広
域
市
の
出
身
。

(
10
)

(
11
)

(12
)
金
泳
三
は
慶
尚
南
道

の
出
身
で
、
大
学
ま
で
の
教
育
を
現
在

の
釜
山
広
域
市

で
受
け
た
。
金
鍾

泌
は
忠
清
南
道

の
出
身
。

(13
)
出
水
前
掲
論
文
、

二
五
～
二
七

ペ
ー
ジ
。

(14
)
鄭
周
永

の
出
身
地
は
江
原
道
。
出
水
前
掲
論
文
、

一
〇
、

二
七

ぺ
ー
ジ
。

(15
)

こ
の
記
事

で
は
、
今

回
の
選
挙
に
お
い
て
国
家
安
全
企
画
部
が
積
極
的

に
「介
入
」
で
き
な
か

っ

た
理
由
を
、
金
泳
三
政
権

と
旧
与
党

の
対
立

に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
金
大
中

の
当
選
可
能
性
が
高

い
と
い
う
見
通
し
が
、
組
織
内

の
対
立
を
う
ん
だ
こ

と
に
求
め
て

い
る
。

(16
)

『
朝
鮮
日
報
』
1
9
9
7

(17
)

『
東
亜
日
報
』
1
9
9
7

(18
)

み
ず
か
ら
の
投
票
が
死
票
と
な
る

の
を
さ
け
よ
う
と
す
る
有
権
者

に
、

い
わ
ゆ
る

「
勝
ち
馬
に
乗
る
」
行
動
を

と
ら
せ
る
効
果
。

(19
)
出
水
前
掲
論
文
、
二
二
～

二
四
ペ
ー
ジ
。

(20
)
李
會
昌
は
忠
清
南
道
の
出
身
者

で
あ
り
嶺
南
地
域
が
縁
故
地
域
で
は
な

い
。
金
泳
三
政
権
下

で
監
査
院
長

・国
務
総
理
の
要
職
を
歴
任

し
て
い
る
も
の

の
、
一
九
九
六
年

の

一
五
代
国
会
議
員
選
挙

で
は
じ
め
て
議
員
と
な

っ
た
の
で
あ
り
、
政
治
家
と
し
て
の
キ

ャ
リ
ア
は
長
く
な
い
。
し
た
が

っ
て
彼
が
嶺

南
地
域

に
お
い
て
地
域
カ
リ
ス

マ
化
し
た
と
は
考
え
に
く

い
。
そ

の
点
で
は
、
地
域
カ
リ

ス
マ
群

へ
の
新
規
参
入
は
な

い
と
い
う
仮
説
の
前
提

に
関

し
て

は
、
修
正
す
る
必
要
は
な

い
だ

ろ
う
。

(21
)
自
治
体
と
し
て
の
道
の
区
分
は
、
李
朝
時
代
か
ら
日
本
の
植
民
地
時
代

を
通
じ
て
確
立

さ
れ
た
歴
史
的
な
区
分
を
基
礎

に
設
定

さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で

言
う

「
分
断
さ
れ
た
道
」
と
い
う

の
は
、
歴
史
的

に
江
原
道
で
あ

っ
た
地
域
が
、
非
武
装
地
帯

に
よ

っ
て
分
断
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

(22
)

一
九
四
五
年

に
米
ソ
が
分
割
占
領
し
た
際

の
三
八
度
線
と
比

べ
て
、
朝
鮮
戦
争

の
結
果
で
あ
る
今
日

の
軍
事
境
界
線

(非
武
装
地
帯
)
は
西
海
岸

で
南

下

し
、
東
海
岸

で
北
上
し
て
い
る
。



(23
)
七
代
大
選

の
際

に
、
金
大
中
が
中
・
ソ
の
両
社
会
主
義

国
を
交
え
た
多
国
間
安
全
保
障
体
制
や
、
郷
土
予
備
軍
制
の
廃
止
を
提
起

し
た
こ
と
に
端
を
発

し
て
い
る
。

(24
)
京
畿
道

も
江
原
道
と
同
じ
く

「分
断
」
と

い
う
条
件
を
備
え
て
い
る
に
も
関

ら
ず
、
金
大
中

の
忌
避
が
見
ら
れ
な

い
が
、
そ
れ
は
京
畿
道
が
首
都
圏

と

し

て
都
市
化

し
て
い
る
の
に
対
し
、
江
原
道

の
方
が
相
対
的

に
農
村
部
が
多

い
こ
と
が
原
因
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
注
7
を
参
照

の
こ
と
。

(25
)
本
稿
で
は
金
大
中

に
対

す
る
忌
避
要
素
が
、
政
治
家

と
し
て
の
金
大
中
個
人

に
対
す
る
側
面
と
、
湖
南
地
域

に
対
す
る
側
面
と
の
複
合

で
あ
る
と
捉
え

て
い
る
が
、
こ
れ
は
湖
南
地
域

の
政
治
的
結
束

の
強
さ
が
他

の
地
域

の
警
戒
を
強
め
、
地
域
割
拠
を
促
進
さ
せ
る
結
果
と
な

っ
て
い
る
と
い
う
指
摘

が
あ

る
こ
と
を
踏

ま
え
て

い
る
。

ま
た

一
九
八
八
年

に
実
施

さ
れ
た
韓

国
社
会
学
会

と
韓
国

日
報

の
共
同
調
査

に
よ

れ

ば
、
湖
南
地
域
に
対
す
る
否
定
的
な
イ

メ
ー
ジ
が
嶺
南
地
域
を
含
む
他

の
地
域

に

一
般
的

に
存
在
し
て
い
る

こ
と
も
確
認
さ
れ
て

い
る
。

(26
)
過
去

二
回
の
選
挙
は
、

い
ず
れ
も
当
該
地
域
を
縁
故
地
域
と
す
る
地
域
カ
リ
ス

マ

(盧
泰
愚
・
金
泳
三
)
が
金
大
中
と
争

っ
て
い
た
た
め
、
前
稿

に
お

い
て
は
地
域

カ
リ

ス
マ
の
動
員
力
と
区
別
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
見
落

と
し
て

い
た
と
言
え
る
。


